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２０１8年
平成 30年 6月号

も　く　じ
ＣＯＮＴＥＮＴＳ

こども園つみき（油谷諭園長）の年長児きりん組
の園児と保護者ら約40人が5月28日、錦町の水田
で田植え体験を行いました。
これは園児に食に対する関心を高めてもらおうと

今年で8年回目の開催。園児たちはお父さんやお母
さんから苗を受け取り、泥まみれになりながら一株
一株丁寧に植えていました。

今月の表紙
ＣＯＶＥＲ

２ ひとのうごき
３－５ 第７期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画

第５期障がい福祉計画・第1期障がい児福祉計画
６－７ 国民年金
８－９ お知らせ
10 安平・厚真行政事務組合
11 松浦武四郎の安都摩日誌

12－14 5月のあつま
15 第46回あつま田舎まつり／ハスカップフェア
16 地域おこし協力隊／商工会だより
17 厚高インフォメーション／将来の夢
18 メディア教育講演会／第18回集まリンピック
臨時職員募集

19 防災のページ
20 しゃべーる通信／こぶしの湯あつま
21 健康情報
22 保健の掲示板
23 子育て支援センター／まちのアイドル

24－25 情報ひろば

５月１日～５月31日届出分
※窓口などで、広報紙への掲載について確認できた方を掲載しています。

「こんな記事を読んでこう思った」「こんな疑問をもって
いる」など、どんなことでも結構です。
※紙面は無記名ですが、住所や氏名、年齢は伺います。

まちづくり推進課企画調整グループ
☎ 27－3179　FAX 27－2328

みなさんの声をお聞かせください

http://www.town.atsuma.lg.jp/offi  ce/

「広報あつま」はホームページでもご覧いただけます

ひとのうごき
平成30年５月31日現在　（　）内は前月比

人　口　4,652人（－5）
男 2,307人　女 2,345人

世帯数　2,175世帯（＋3）

※折り込みチラシを削減しています。

介
護
保
険
給
付
な
ど
を
円
滑

に
実
施
す
る
た
め
に
、
安
定
し

た
保
険
運
営
や
円
滑
な
サ
ー
ビ

ス
実
施
を
行
う
た
め
の
計
画
で

す
。障

が
い
の
あ
る
人
が
自
立
し

た
日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
相
談
支
援
、

地
域
生
活
支
援
事
業
、
障
害
児

通
所
支
援
、
障
害
児
相
談
支
援

な
ど
の
提
供
体
制
の
確
保
に
係

る
目
標
、
種
類
ご
と
の
必
要
な

量
の
見
込
み
等
を
定
め
る
も
の

で
す
。

65
歳
以
上
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
全
、
安
心
に
自
立
し
た

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
策

定
さ
れ
る
計
画
で
す
。

○
高
齢
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

○
地
域
ぐ
る
み
で
高
齢
者
の
自
立
を
支
援
で
き
る

○
要
介
護
状
態
の
予
防
、
軽
減

○
介
護
者
の
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

○
高
齢
者
が
社
会
貢
献
で
き
る

「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
仕
組
み
」

を
地
域
で
確
保
す
る
た
め
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

①
医
療
と
介
護
の
連
携
体
制
づ
く
り

② 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
新
た
な
住
ま
い
の
確
保

③ 

24
時
間
活
動
す
る
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

④ 

地
域
の
実
情
を
考
慮
し
た
多
様
な
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
確
保
と
提
供

⑤ 

30
代
か
ら
の
健
康
づ
く
り
と
介
護
予
防
へ
の
取

り
組
み

日
頃
か
ら
食
生
活
に
気
を
付
け
、
睡
眠
・
運
動

を
適
度
に
と
る
「
健
康
づ
く
り
」
と
、
要
支
援
・

要
介
護
の
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
「
介
護
予
防
」

に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

① 「
健
康
あ
つ
ま
21
」
に
基
づ
く
健
康
づ
く
り
・

生
活
習
慣
病
予
防
の
推
進

② 

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
推
進

認
知
症
を
有
し
て
も
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
よ
う
、
地
域
全
体
で
認
知
症
高
齢
者
を
支

え
る
体
制
づ
く
り
、
ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
虐
待
防
止
、

迅
速
か
つ
適
切
な
保
護
に
努
め
ま
す
。

①
認
知
症
高
齢
者
対
策
の
推
進

②
高
齢
者
の
尊
厳
の
確
保
と
権
利
擁
護

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
生
活
を

送
れ
る
よ
う
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
ま
い
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
考
え
方
に
基
づ
き
、
誰
も
が
外
出
し
や
す
い
、

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

①
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

② 

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
と
社
会
参
加
の

促
進

健
や
か
で
安
心
な
あ
つ
ま

第
７
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

介
護
保
険
事
業
計
画

目

標

像

基
本
理
念安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
と

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進

高
齢
者
の
尊
厳
の
確
保

基
本
目
標
１

基
本
目
標
３

基
本
目
標
２

基
本
目
標
４

健
康
と
介
護
予
防
の
推
進

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

1
４
つ
の
基
本
目
標

第７期厚真町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画
第５期厚真町障がい福祉計画・第1期厚真町障がい児福祉計画

スタートしています！

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
と
は

介
護
保
険
事
業
計
画
と
は

障
が
い
福
祉
計
画

障
が
い
児
福
祉
計
画
と
は

健やかで 安心して
暮らせるまちに

健やかで 安心して
暮らせるまちに
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介
護
保
険
制
度
改
正
に
よ
り
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
基
準

が
、
原
則
要
介
護
３
以
上
に
限
定
さ

れ
、
要
介
護
１
〜
２
の
方
が
新
規
に

特
養
を
利
用
す
る
に
は
厳
し
い
要
件

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
改
正
に
併
せ
て
町
で

は
、
高
齢
者
の
安
心
と
安
全
を
確
保

す
る
た
め
に
、
小
規
模
多
機
能
ホ
ー

ム
ほ
ん
ご
う
を
平
成
29
年
２
月
に
開

設
し
ま
し
た
。

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
は
、

通
い
に
よ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
中
心

に
、
利
用
者
の
希
望
な
ど
に
応
じ
て
、

訪
問
や
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的
に

提
供
し
て
い
ま
す
。
在
宅
サ
ー
ビ
ス

に
お
け
る
中
核
的
な
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
要
支
援
、
要
介
護
認
定
の
方
の
幅

の
広
い
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
よ
う
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

平
成
29
年
の
介
護
保
険
法
改
正

に
よ
り
、
高
齢
者
の
自
立
支
援
や
重

度
化
防
止
な
ど
取
り
組
み
の
推
進
の

た
め
、
市
町
村
の
保
険
者
機
能
の
強

化
の
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

各
市
町
村
の
地
域
の
実
情
に
即

し
て
、
高
齢
者
の
自
立
支
援
、
介
護

予
防
・
重
度
化
防
止
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
目
標
、
介
護
給
付
等
に
要

す
る
費
用
の
適
正
化
に
関
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
目
標
を
設
定
し
、

そ
れ
ら
の
目
標
に
対
す
る
実
績
評
価

お
よ
び
評
価
結
果
の
公
表
を
行
う
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
。

第
７
期
計
画
に
お
い
て
、
次
の

と
お
り
目
標
を
設
定
し
、
進し
ん
捗ち
ょ
くの
管

理
と
必
要
に
応
じ
た
施
策
・
事
業
の

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

町
の
社
会
資
源
の
把
握
に
努
め
、

東
胆
振
圏
域
で
の
連
携
を
強
化
し
ま

す
。東

胆
振
圏
域
医
療
介
護
連
携
推

進
会
議
や
厚
真
町
ケ
ア
会
議
を
中
心

に
課
題
の
把
握
と
対
応
策
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

東
胆
振
圏
域
医
療
介
護
連
携
推

進
会
議
を
中
心
に
体
制
の
構
築
を
継

続
し
ま
す
。

東
胆
振
圏
域
医
療
介
護
連
携
推

進
会
議
を
中
心
に
情
報
の
共
有
や
厚

真
町
ケ
ア
会
議
を
通
じ
て
の
、
情
報

の
共
有
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

平
成
28
年
度
か
ら
あ
つ
ま
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
委
託
し
、
相
談
窓
口
を
設

置
し
て
、
相
談
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。北

海
道
で
の
研
修
や
東
胆
振
圏

域
で
開
く
研
修
へ
参
加
を
促
し
て
い

き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
な
ど
で
、

啓
発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

町
民
向
け
健
康
教
室
や
講
演
会
を
通

じ
て
、
周
知
に
努
め
ま
す
。

東
胆
振
圏
域
医
療
介
護
連
携
推

進
会
議
を
中
心
に
市
町
間
の
在
宅
医

療
連
携
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
東
胆
振
圏
域
の
市
町

で
の
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

障
が
い
福
祉
に
関
す
る
制
度
等

の
理
解
や
周
知
を
図
り
、
障
が
い
の

あ
る
人
の
ニ
ー
ズ
や
相
談
内
容
に
応

じ
て
、
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
紹

介
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
の
連

絡
調
整
等
の
支
援
を
行
い
、
障
が
い

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
共
生
社
会
を
め
ざ
し
ま
す
。

計
画
相
談
支
援
事
業
所
の
担
当

者
等
と
連
携
を
と
り
、
福
祉
施
設
入

所
者
で
地
域
生
活
・
一
般
就
労
へ
の

移
行
を
希
望
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
、

本
人
の
意
向
を
尊
重
し
な
が
ら
サ
ー

ビ
ス
の
調
整
等
を
支
援
し
ま
す
。

精
神
病
床
に
お
け
る
長
期
入
院

患
者
の
地
域
生
活
へ
の
移
行
を
支
援

す
る
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
関
係
者

に
よ
る
協
議
の
場
の
設
置
を
検
討
し

ま
す
。

地
域
生
活
支
援
拠
点
に
つ
い
て

は
、
東
胆
振
圏
域
地
域
生
活
支
援
拠

点
事
業
に
関
す
る
協
定
書
に
基
づ

き
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
苫
小
牧
市

に
事
業
の
実
施
を
委
託
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
も
地
域
生
活
支
援
拠
点
事

業
所
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
障
が

い
の
あ
る
人
の
高
齢
化
・
重
度
化
等

に
対
応
し
ま
す
。

重
症
心
身
障
害
児
を
支
援
す
る

児
童
発
達
支
援
事
業
所
お
よ
び
放
課

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
地
域
に
お
け
る
課
題
を
整
理

し
検
討
し
ま
す
。

地
域
の
医
療
・
介
護
の

資
源
の
把
握

切
れ
目
の
な
い
在
宅
医
療
と

在
宅
介
護
の
提
供
体
制
の
構
築
推
進

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
の

課
題
の
抽
出
と
対
応
策
の
検
討

医
療
・
介
護
関
係
者
の

情
報
共
有
の
支
援

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
に
関
す
る

相
談
支
援

医
療
・
介
護
関
係
者
の
研
修

地
域
住
民
へ
の
普
及
啓
発

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
に
関
す
る

関
係
市
町
村
の
連
携

多様なニーズに対応
○介護度が進んでも、自宅で介護を受けたい方
○認知症の方で、施設ではなく在宅で、介護を受けたい方
○大人数のデイサービスが苦手な方
○病院からの退院後、自宅での暮らしでお困りの方
○ショートステイに空きがなく、利用が難しい方

〔小規模多機能型居宅介護〕

小規模多機能ホーム
ほんごう

いきいきサポートサロン

就労継続支援B型　里工房ほっとす

高齢者の安心・安全確保
○町民のみが利用することができる
○要支援１から利用ができる
○介護度が中重度の方でも、在宅の生活が継続できる
○宿泊介護サービスを受けることができる

指 標 名 基 準 値
平成29年度

目 標 値
平成32年度

小規模多機能型居宅介護事業所の運営 １カ所 １カ所
高齢者共同福祉住宅（公営住宅）と
併設の介護予防施設 １カ所 １カ所
認知症サポーター養成数
（平成21年度からの累計） 113人 500人
認知症カフェ設置か所数 - 1カ所
認定者の要介護認定の変化率の状況 18％ 17％

3
計
画
推
進
の
た
め
の
重
点
施
策

2
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
の
取
り
組
み

計
画
推
進
の
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
の
整
備

自
立
支
援
、
介
護
予
防
・
重
度
化
防
止
等
に

資
す
る
施
策
の
取
り
組
み
と
目
標

重
点
施
策
１

重
点
施
策
２

施設利用者 様態や希望により
訪 問

通い・宿泊

〔地域包括ケアシステムの将来イメージ〕

医療 住まい 介護

地域包括支援センター
ケアマネジャー

厚真町
地域ケア会議

広域連携

厚真町

北海道

住民と社協連携で支える
生活支援　介護予防

在宅で介護
+障害者

支援

共生型サービス

研修・勉強会

参加意識・担い手

高齢者保健福祉 介護保険事業

相談窓口

相談窓口

相談窓口

相談窓口

相談窓口

第
５
期
障
が
い
福
祉
計
画

第
１
期
障
が
い
児
福
祉
計
画

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
共
生
社
会
の

実
現

地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の
整
備

障
が
い
児
支
援
の
提
供
体
制
の

整
備

5

23

4

1
福
祉
施
設
入
所
者
の

地
域
生
活・一
般
就
労
へ
の
移
行

精
神
障
害
に
も
対
応
し
た

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

登録…29人以下
通い…おおむね15人以下
宿泊…おおむね９人以下
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日
本
年
金
機
構
で
は
、
平
成
29
年

１
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
年
金

相
談
を
受
け
付
け
て
お
り
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
を

提
示
い
た
だ
く
こ
と
で
、
年
金
に
関
す

る
相
談
や
年
金
記
録
に
関
す
る
照
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
３
月
か
ら
は
、
こ
れ
ま

で
基
礎
年
金
番
号
で
届
け
出
て
い
た
だ

い
て
い
た
手
続
き
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
で
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
ほ
か
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
と
基
礎
年
金
番
号
が
ひ
も
づ
い
て

い
る
被
保
険
者
、
受
給
権
者
の
方
は
、

住
所
変
更
届
、
氏
名
変
更
届
な
ど
の
提

出
を
省
略
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、将
来
的
に
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

に
よ
る
情
報
連
携
に
よ
り
、
各
種
申
請

時
に
必
要
だ
っ
た
住
民
票
や
所
得
証
明

書
等
の
添
付
書
類
の
提
出
を
省
略
で
き

る
よ
う
に
す
る
予
定
で
す
。

日
本
年
金
機
構
は
、
平
成
27
年
に

発
生
し
た
不
正
ア
ク
セ
ス
に
よ
る
情
報

流
出
事
案
を
受
け
て
、
組
織
・
技
術
・

業
務
運
営
の
面
か
ら
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
の
抜
本
的
強
化
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

お
客
さ
ま
の
大
切
な
個
人
情
報
を

守
る
た
め
、
個
人
情
報
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
完
全
に
分
離
さ
れ
た
領
域

で
管
理
・
運
用
す
る
等
の
技
術
面
の
対

策
や
ル
ー
ル
の
見
直
し
に
と
ど
ま
ら
ず
、

職
員
の
教
育
研
修
、
文
書
管
理
の
徹
底

等
を
図
る
こ
と
で
、
高
い
レ
ベ
ル
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
体
制
を
確
立
し
て
お
り
、

お
客
さ
ま
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
に
定
め
ら
れ
た

公
的
年
金
の
業
務
の
範
囲
内
の
み
で
利

用
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な
保
管
・
管

理
に
万
全
を
期
し
ま
す
。

年
金
手
帳
を
持
参
し
な
く
て
も
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
っ
て
年
金

に
関
す
る
相
談
や
年
金
記
録
に
関
す
る

照
会
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

平
成
30
年
３
月
か
ら
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
で
も
各
種
手
続
き
を
行
え
ま
す
。

厚
生
年
金
保
険
の
資
格
取
得
届
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
た
時
に
は
住
所

欄
の
記
録
を
省
略
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
基

礎
年
金
番
号
が
ひ
も
づ
い
て
い
る
方
は
、

こ
れ
ま
で
必
要
だ
っ
た
氏
名
変
更
届
や

住
所
変
更
届
の
提
出
が
原
則
不
要
と
な

り
ま
す
。

平
成
30
年
３
月
以
降
は
、
基
礎
年

金
番
号
を
記
入
し
手
続
き
を
し
て
い
た

届
出
・
申
請
に
つ
い
て
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
記
入
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
海
外
に
転
出
さ
れ
た
場

合
や
、
国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替

申
出
の
手
続
き
な
ど
で
引
き
続
き
基
礎

年
金
番
号
に
よ
り
手
続
き
を
行
う
場
合

が
あ
る
で
、
基
礎
年
金
番
号
が
記
載
さ

れ
て
い
る
年
金
手
帳
な
ど
は
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
か
ら
被
保
険
者
等

に
送
る
年
金
証
書
等
の
書
類
に
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
ま
せ
ん
。

日
本
年
金
機
構
の
職
員
か
ら
皆
さ

ん
に
対
し
て
、
電
話
な
ど
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
聞
く
こ
と
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。

日
本
年
金
機
構
の
職
員
を
か
た
る
者
か

ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
照
会
を
受
け
て
も
、

決
し
て
答
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

申
請
の
前
に
・
・
・

○

申
請
は
、
原
則
毎
年
必
要
で
す
。

○
 

不
慮
の
事
故
や
病
気
が
発
生
し
て
か

ら
申
請
を
行
っ
て
も
、
障
害
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
要
件
に
算
入
さ
れ
ま

せ
ん
。

○
 

申
請
前
に
納
付
さ
れ
た
保
険
料
は
、

お
返
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
納
付
さ
れ
た
保
険
料
は
将
来

受
け
取
る
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま

す
。

○
 

口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る
方
は
、

金
融
機
関
、
町
民
福
祉
課
町
民
生
活

グ
ル
ー
プ
ま
た
は
年
金
事
務
所
窓
口

で
口
座
振
替
辞
退
の
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。
免
除
が
承
認
さ
れ
た
場

合
は
、
一
時
的
に
口
座
振
替
は
停
止

と
な
り
ま
す
が
承
認
期
間
が
終
了
し

た
時
点
で
再
開
と
な
り
ま
す
。

○
 

前
年
の
所
得
が
未
申
告
の
方
は
審
査

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
総
務
課
税
務

グ
ル
ー
プ
で
必
ず
所
得
の
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。
所
得
が
な
い
方
も
申

告
が
必
要
で
す
。

申
請
後
の
留
意
点

○
 

申
請
後
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
お
お

む
ね
２
〜
３
カ
月
後
に
審
査
結
果
が

送
付
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
間
、

保
険
料
催
告
状
な
ど
が
送
付
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
 

申
請
が
却
下
と
な
っ
た
場
合
は
、
保

険
料
の
納
付
が
必
要
で
す
。
納
付
書

が
な
い
場
合
は
、
年
金
事
務
所
で
再

発
行
し
ま
す
の
で
、
年
金
事
務
所
ま

で
連
絡
く
だ
さ
い
。

最
近
、職
場
を
退
職
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
か
？

○
 

失
業
等
を
理
由
と
し
た
免
除
（
特
例

免
除
）
は
、
前
年
所
得
が
多
い
場
合

で
も
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
失
業
等
の

あ
っ
た
月
の
前
月
か
ら
免
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
（
世
帯
主
や
配
偶
者
が
い

る
方
は
、
世
帯
主
や
配
偶
者
が
所
得

要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
、
失
業
等

の
特
例
に
該
当
し
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
）。

国
民
年
金

日
本
年
金
機
構
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）
を
何
に
利
用
す
る
の

で
し
ょ
う
か
？

日
本
年
金
機
構
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
安
全
に
管
理
で
き
る
の
で
し
ょ

う
か
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
届
け
出
る
と
、

年
金
に
関
す
る
手
続
き
が
簡
単
に

な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
届
け
出
れ
ば
、

基
礎
年
金
番
号
は
不
要
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
？

年
金
証
書
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記

載
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

日
本
年
金
機
構
の
職
員
が
、
電
話

な
ど
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
照
会
を

行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

平
成
28
年
11
月
に
、
国
の
法
律
に
基

づ
く
政
令
が
公
布
・
施
行
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
日
本
年
金
機
構
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
（
個
人
番
号
）
を
利
用
し
て
事
務

を
行
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
29
年
１
月
か
ら
、
基
礎
年
金
番

号
が
分
か
ら
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー

ド
）
を
提
示
い
た
だ
く
こ
と
で
、
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
行

政
機
関
間
の
情
報
連
携
の
仕
組
み
を
活

用
し
、
各
種
申
請
時
に
必
要
と
し
て
い

た
住
民
票
な
ど
の
添
付
書
類
の
提
出
省

略
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
に
あ

た
っ
て
は
、
日
本
年
金
機
構
で
は
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
抜
本
的
強
化
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
お
客
さ
ま
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
適
切
な
保
管
・
管
理
に
万
全
を

期
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
経
済

的
に
困
難
な
場
合
、
保
険
料
の
納
付

が
「
免
除
」
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。「

収
入
が
少
な
い
た
め
、
国
民
年

金
保
険
料
を
全
額
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
」
と
お
困
り
の
方
は
、
免
除

制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
の
国
民
み
ん
な
が
加
入
す
る

大
切
な
制
度
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
に
国
民
年
金
に

つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
年
４
回
に
分
け
て
、

し
く
み
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
に
お
け
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

利
用
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
制
度
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

相談・問い合わせ
ねんきん加入者ダイヤル　☎0570-003-004
受付時間　月～金曜日　８時30分～19時　第２土曜日　９時～17時
※祝日（第２土曜日を除く）、12月29日～１月３日は利用できません。

町民福祉課 町民生活グループ（総合ケアセンターゆくり内）　☎26-7871
日本年金機構苫小牧年金事務所　☎0144-36-6135

KOKUMIN NENKIN

平成30年度の国民年金保険料

月額16,340円 
納付は口座振替が便利です。
また、前納すると割引がありお得です。
納付が難しい方は免除申請ができます。

平
成
30
年
７
月
〜
平
成
31
年
６
月

ま
で
の
保
険
料
免
除
申
請
は
、
平

成
30
年
７
月
２
日（
月
）か
ら
受
け

付
け
し
ま
す
。
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お知らせ

ご家庭で手軽に楽しくできるガーデニング講習を行います。

花と緑による地域の環境美化に取り組んでいる場所や庭を募集します。

⃝対象
町内の個人・自治会・団体が管理する庭や花壇など
⃝内容
審査員の審査により、他の模範となる団体および個人
を表彰します。個人の部で応募された方には、商品券
を差し上げます。

⃝募集期間
７月12日(木)まで
⃝審査日
７月26日(木)
⃝応募方法
各自治会のコミュニティ運動推進委員または自治会長
に連絡ください。

⃝持参するもの
①児童手当・特例給付現況届用紙　②印鑑
③�厚生年金保険等に加入の場合は受給者の健康保険被保険者
証の写し
※この他にも、状況によって提出する書類があります。
⃝提出期限　７月２日（月）
⃝提 出 先　�町民福祉課子育て支援グループまたは上厚真支所

⃝配布場所
役場本庁舎・別館、役場上厚真支所
総合ケアセンターゆくり、青少年センター
⃝ホームページ　
くらしの窓口＞手続・税・補助＞補助・助成
http://www.town.atsuma.lg.jp/office/
reception/procedure_list/assistance/

⃝対象
①65歳以上の独居高齢者世帯
②�65歳以上の高齢者のみの世帯（18歳未満の同居者
がいる場合を含む）
③�身体障害者手帳３級以上または５級以上の肢体不
自由者のみの世帯（65歳以上または18歳未満の
同居者もしくはその両方が同居する場合を含む）
④母子家庭の世帯
⑤その他町長が特に必要と認めた場合
⃝助成金額
駆除に要した費用の２分の１以内�
※駆除１件あたり上限5,000円
⃝提出書類
�申請書、駆除業者の領収書の写し
※印鑑を持参してください。

⃝対象
町内に在住する18歳以上の方で新規にわな猟免許の取得を行う方
⃝補助対象経費および補助率
①事前講習受講費　②狩猟免許試験受験費用　③健康診断受診料
これらの費用（およそ1万3,000円）について２分の１を上限に補助
⃝提出書類
①補助金等交付申請書兼請求書　
②狩猟免許申請書（北海道収入証紙貼付済み）の写し
③北海道収入証紙領収書
④健康診断受診料領収書
※提出に係る郵送料などは自己負担
⃝受付期間
�事 前 講 習▷７月12日（木）まで
狩猟免許試験▷６月20日（水）～７月20日（金）
・�事前講習を受講する場合は、あらかじめ狩猟免許試験の申し込み
が必要です。
・上記窓口で必要書類を配布します。
・�受験についてのご不明点などは、お気軽にお問い合わせください。

日時　７月22日（日）　９時~17時
場所　�苫小牧市民会館�

苫小牧市旭町３丁目２番２号
内容　�狩猟読本を用いた講習�

猟具を用いた技能講習

日時　８月５日（日）　９時~
場所　�苫小牧市労働福祉センター�

苫小牧市末広町１丁目15番７号
内容　�法令に関する筆記試験�

実技試験

現況届は、毎年６月１日の状況について届
け出て、６月分以降の児童手当などを引き続
き受けるための要件(児童の監護状況、生計
関係など)を満たしているかどうかを確認す
るためのものです。

今年度皆さんが利用できる助成制
度や支援制度を分野別に取りまとめ
たガイドブックを作成しました。
内容はホームページに公開してい

ます。また右記窓口に設置していま
すので、ぜひご活用ください。

夏から秋にかけて、スズメバチの活動が活発となり、
軒先などに巣をつくります。スズメバチは攻撃性が高く、
不慣れな人が駆除しようとすると刺傷被害の原因にも
なり、最悪の場合、死に至る大変危険なハチです。
巣が大きくならないうちに専門知識のある業者に駆

除してもらうのが最も安全です。
駆除業者の紹介も行いますので、お問い合わせくだ

さい。

防護服を着用せず駆除することは、大変危険ですの
で絶対にやめてください。
ご自身で駆除する方に防護服を無償で貸し出してい

ます。

スズメバチの駆除は、専門業者に頼みましょう。

事前講習（北海道猟友会実施）

狩猟免許試験（胆振総合振興局実施）

どうしても自分で駆除したい場合は

まちづくり推進課�企画調整グループ　☎ 27‒3179支援制度ガイドブック
助成制度や支援制度を取りまとめたガイドブックを作成しました。

ガーデニング講習会

花いっぱいコンクール作品募集 コミュニティ運動推進協議会事務局　☎ 27‒3179
（まちづくり推進課�企画調整グループ）

コミュニティ運動推進協議会事務局　☎ 27‒3179
（まちづくり推進課�企画調整グループ）

町民福祉課�子育て支援グループ　☎ 26‒7872
（総合ケアセンターゆくり内）

町民福祉課�町民生活グループ　☎ 26‒7871
（総合ケアセンターゆくり内）

産業経済課�農林業グループ　☎ 27‒2419

まちづくり推進課�企画調整グループ　☎ 27‒3179

児童手当現況届の提出スズメバチ駆除費用助成

狩猟免許取得費補助

＃A
ア ツ マ
TSUMA L

ラ バ ー
OVER募集

６月分以降の児童手当等を受給するためには、現況届の提出が必要です。スズメバチの駆除費用の一部を助成します。

甚大なエゾシカなどによる農林業被害を防ぐため、狩猟免許の取得費を補助します。

厚真町の愛すべきコトやモノの写真を募集しています。入賞作品には厚真町の特産品をプレゼント！

⃝日 時　７月５日(木)　13時30分～
⃝会 場　表町公園（表町45）
⃝講 師　梅原智哉氏（梅原商店）
⃝内 容　�ご家庭で手軽に楽しくできる花の寄

せ植え講習

⃝定 員　20人
⃝参 加 費　1,000円
⃝持 ち 物　スコップ、軍手
⃝募集期間　�７月３日(火)まで�

※電話でお申し込みください。

▽昨年の受賞作品

応募期間　６月11（月）～11月30日(金)まで

以下の内容を記載してメールで応募ください。町
公式インスタグラムから代理投稿します。
１.題名　あつまラバー応募
２.本文　�名前（投稿時に使用します）・撮影場

所・撮影時期・撮影時間帯・シーン
の説明・写真を添付(10MB以下)

▷メールアドレス：town.atsuma@gmail.com

○ＳＮＳアカウントをお持ちの場合 ○ＳＮＳアカウントをお持ちでない場合
①町公式SNSアカウントをフォローする
・インスタグラム：アカウント名「atsumalover」
・フェイスブック：アカウント名「@atsumatownhokkaido」
※どちらかのアカウントをフォローしてください。両方からの
参加もできます。

②ハッシュタグをつけて投稿する
ハッシュタグ「＃atsumalover」をつけてインスタグラムま
たはフェイスブックに投稿してください。

＃ATSUMA LOVER　<あつまラバー>　特設サイト
http://town.atsuma.lg.jp/viewpoint/
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分別されていないごみや有料指定袋以外での排出など、間違った出し方をしている方
に正しく出し直すよう注意するため、警告ラベル（左図）を貼っています。
ラベルが貼られた場合は、理由を確認し、ルールを守ってごみを出し直してください。

地方自治法の規定に基づいて、平成30年３月31日現在の安平・厚真行政事務組合会計の
歳入歳出、財産、地方債の状況についてお知らせします。

※物品は、購入金額100万円以上を記載しています。

※各項目の合計と総額の相違に関しては、１万円未満の端数処理によるものです。

地方債とは、一定の基準を満たす事業の財源として、
組合が国などから借り入れた長期的な借入金です。

警告ラベルを貼られるごみ袋は周囲の方々に迷惑がかかります

ルール違反のごみ…　改善してから出しましょう

予算の執行状況　（平成30年３月31日現在）

地方債の状況 組合財産状況

歳　　入 予算現額 収入済額 収入率 備　　　　　考
分担金及び負担金 2億1,564万円 2億1,564万円 100.0%（内訳） 安平町：1億3,906万円、厚真町：7,658万千円
使用料及び手数料 2,974万円 2,867万円 96.4% ごみ処理手数料、大型ごみ処理券、ごみ袋売払手数料等
財 産 収 入 360万円 198万円 55.1% アルミ・スチール缶、鉄くず等売払い等
繰 入 金 253万円 253万円 100.0% 基金の取崩し（ポンプ井配管布設替工事）
繰 越 金 74万円 74万円 100.1% 平成28年度繰越金
諸 収 入 82万円 185万円 224.2% 再商品化合理化拠出金配当、PETボトル有償入札拠出金配当等
歳 入 合 計 ２億5,308万円 ２億5,141万円 99.3%

歳　　出 予算現額 支出済額 執行率 備　　　　　考
議 会 費 17万円 9万円 53.3% 組合議会経費
総 務 費 2,015万円 1,971万円 97.9% 事務局職員人件費、事務費等、組合監査委員経費
衛 生 費 2億2,455万円 2億2,395万円 99.7% ごみ処理委託、処理場維持管理費、苫小牧市広域負担金等
公 債 費 727万円 726万円 99.9% 施設整備のため国などからの借入金の償還
予 備 費 82万円 0円 0.0%
歳 出 合 計 ２億5,308万円 ２億5,102万円 99.2%

区　分 平成30年３月31日現在
残　高

一般廃棄物処理事業債
最終処分場適正閉鎖事業（H15～
16）およびストックヤード施設
整備事業（H21～22）の償還

2,402万円

建　 物 2,264.12 ㎡

塵芥（じんかい）処理場
洗車場汚水処理設備
ストックヤード（キャノピー）
有機物供給センター
保管庫

物　 品 車両　４台

公用車
ホイールローダー
油圧ショベル
フォークリフト

基　 金 3,160万円 廃棄物処理施設整備基金

財政状況

□ きちんと分別してください

□ 収集日が違います

正しく分別して、出してください。
（ラベルの余白部分に理由を記載しています）

収集日を確認し、正しい収集日に出してください。

ラベルを貼る事例

Ｈ30.611

安平・厚真行政事務組合のページ

＜問い合わせ＞
安平・厚真行政事務組合　☎22‒3151
町民福祉課 町民生活グループ（総合ケアセンターゆくり内）☎26‒7871

松浦武四郎の足跡をたどる
町内バスツアー記念講演会

松浦武四郎パネル展・郷土資料展

試食会

7月8日㈰7月7日㈯

7月4日㈬～9日㈪

松浦武四郎が探索した北海道の歴史を学びます。

松浦武四郎が記した地図など貴重な資料を展示します。
厚真町の郷土資料コーナーも開設します。

160年前に松浦武四郎が厚真町を訪れた時に
食べた料理を再現します。〈先着100食〉

「心を届けた松浦武四郎」
松浦武四郎記念館元館長　髙瀬 英雄氏
「武四郎が歩いた東

ひがし
蝦
え
夷
ぞ
地
ち
のみち」

文化財サポート代表　田才 雅彦氏
「安都摩日誌に見る160年前の厚真」
厚真町学芸員　乾 哲也氏

集合（総合福祉センター前）
集合（厚南会館前）

松浦武四郎が歩いた道を解説を
聞きながらバスで移動します。
一部ウォーキングで当時の気分
を味わってみましょう。

９時
９時20分

16時40分
17時

解散（総合福祉センター前）
解散（厚南会館前）

あわ団子、仙台かぶ、鹿肉、ニリンソウを使った
オハウ(汁物)など

○会　場　総合福祉センター大集会室
○参加料　無料

○会　場　総合福祉センター大集会室
○時　間　９時～19時（土曜・日曜日は17時まで）

○定 員　先着40人
○参 加 料　無料
○申し込み　７月４日（水）まで

13時～15時45分

北海道と命名されて150年、松浦武四郎が厚真町を訪れて160年を迎える今年。
あらためて私たちの北海道・厚真町を見つめ直してみませんか。

足踏み脱穀機 大
だい
八
はち
車
ぐるま

松浦武四郎が歩いた道をバスで巡ります。講演
1

講演
2
講演
3

問い合わせ／申し込み　軽舞遺跡調査整理事務所　☎ 28-2733
〔主催〕厚真町・厚真町教育委員会
〔協力〕上川総合振興局地域創生部地域政策課・公益財団法人アイヌ民族文化財団

松浦武四郎が厚真町トンニカ村（現･富里）に
滞在したことを記念して建てられた石碑

画像：国立国会図書館デジタルデータ　東西蝦夷山川地理取調図 六から転載

15時45分～16時30分
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今年８月開催
いけまぜ夏フェスシンポジウム日13

障がいのある人やその家族、地域の人が交流するイベント「いけまぜ夏フェ
ス」について理解を深めるシンポジウムが総合福祉センターで開催され、約
180人が参加しました。

シンポジウムでは主催者のNＰO法人障がい児の積極的な活動を支援する会
にわとりクラブの高橋義男理事長が「障がいとは何か」をテーマに講演。町社
会福祉協議会会長で開催地実行委員会の種部健一委員長は「多くの方が準備に
あたっていただき感謝しています。皆さんの力でこのイベントを成功させたい
です」とあいさつしました。

元町議会議員の伊藤広志さんが
旭日単光章を受章日21

伊藤広志さん（本町・88歳）が旭日単光章を受章され、町長室で伝達式
が行われました。

伊藤さんは平成３年５月から３期12年にわたり町議会議員として奉職
し、地方自治の発展に大きく貢献されました。また、昭和38年６月から37
年10カ月にわたり町消防団員として消防団の発展に寄与されました。

伊藤さんは「病気で体調を崩したこともありましたが妻の支えがあって務
めることができました。このたび叙勲をいただき、幸せが１つ増えました」
と受章の喜びを話していました。

大岩滋雄さんが旭日双光章を受章日23
大岩滋雄さん（富里・89歳）が旭日双光章を受章され、入所する苫小牧

市の施設で山口修司北海道胆振総合振興局長から勲記と勲章が伝達されまし
た。

大岩さんは昭和49年９月に厚真町農業協同組合理事に就任。昭和55年４
月には同組合理事副組合長、昭和59年４月から同組合代表理事組合長を務
め、農業振興や組合員の経営安定に大きく貢献されました。

また昭和31年10月から24年間、町教育委員会教育委員に任命され昭和
50年10月から同委員長に就任し教育振興にも注力されました。

商工会青年部が全道会長賞を受賞日25
昨年10月７日から２日間実施した町商工会青年部主催のインターンシッ

プ事業が北海道商工会青年部連合会の会長賞に選ばれ、同部金谷泰央部長が
役場を訪れ宮坂町長に受賞を報告しました。

この事業は同部創立50周年記念事業として町内５企業で参加者３人が職
業体験を実施。このうち１人が今年の春から町内林業会社に就職したことな
どから優れた取り組みとして評価されました。

金谷部長は「仲間を絶やさず、もっと新しい仲間づくりをしたい」と今後
の意気込みを語っていました。

豊穣の秋を願い厚真ダムで取水式8日
町土地改良区（山田英雄理事長）主催による取水式が、厚真ダム水神宮で行

われました。
取水式には土地改良区、町、町議会、JAとまこまい広域、町農業委員会、

みなみ北海道農業共済組合いぶり支所、地元自治会関係者など約30人が参
列。参列者は今年も１年水が枯れることなく、上質米が収穫できるよう願いを
込めて玉串を捧げていました。

漁協厚真支所青年部・女性部が植樹日11
鵡川漁業協同組合厚真支所青年部（西舘純之部長）と女性部（村上裕子部

長）の主催による植樹会が、豊沢地区の町有林で行われました。この植樹会は
平成４年８月の集中豪雨で厚真川が氾濫し大量の土砂がホタテ漁場に大きな被
害を受けたことのをきっかけに、木を育て海を守ることをテーマに平成７年か
ら開催。当日は部員ら約30人が参加し、0.2㌶の森林にカラマツの苗木400本
を植樹しました。

半年かけ厚幌ダムが満水に7日
昨年10月から試験湛水を行っていた幌内地区に建設中の厚幌ダムが満水と

なり5月7日には、洪水時に貯水できる最高位に達したことを建設現場事務所
職員が確認しました。

厚幌ダムは堤高47.2㍍、総貯水量4,740万立方㍍で、厚真川の洪水調節や
かんがい用水、水道用水を目的に建設しています。今後は、水位を下げ今年8
月までに試験を完了させる予定です。

なお、厚幌ダムに通じる道は6月1日から通行止めが解除されました。
厚幌ダム建設事務所提供

あつま
5月の

Town News
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厚 真 産 ハ ス カップ フェア
6月30日（土）～7月22日（日）

特別メニューin苫小牧

ハスカップ狩り スタンプラリー

町内の12軒の農園でハスカップ狩りが楽しめます。 ハスカップ狩りと、対象店舗での食事・お買い物
でもらえるスタンプを集めると、ハスカップ商
品が当たる抽選に応募できます。
【お食事】レストランこぶし、ドライブイン本郷、寒
露、髙寿司、ナイトサパー徳永、まちなか交流館しゃ
べーる、潮騒、食空間ゆるり、焼肉 厚真園、shijima 
cafe、momo cafe、かねなか中島食堂、Atsuma 
Beek Cafe、お食事処 かくれん坊、イエローハウス

【お買い物】こぶしの湯あつま、ハマナスクラブ厚真
藤井店、稲菓、ハスカップカフェ山口農園、Aコープ
厚真店、此方、Aコープかみあつま折坂店

・カフェバー＆スイーツ アンジェラエスト（苫小牧市拓勇東町4-18-37）
・四季楽だいにんぐ虹咲（苫小牧市錦町2-3-2）
・ろじうらのみや　和みや（苫小牧市錦町2-3-9）
・炭焼きバル　ONIKU（苫小牧市錦町2-5-5チバビル1F）
・D-Bar Mirage（苫小牧市末広町2-5-5千葉ビル1F）

苫小牧市内の飲食店で、厚真産ハスカップを
使用した特別メニューが味わえます。

※料金・開園状況は農園により異なります
※フェア期間中でも天候や果実の状況により閉園するこ
とがあります。

問い合わせ　厚真産ハスカップブランド化推進協議会（産業経済課経済グループ内）　☎27-2486

○前夜祭（6月16日�）13時30分～20時30分 
草原焼き、田舎まつり音頭・吹奏楽パレード、ステージショ
ー、お楽しみ大抽選会、花火大会など

○本　祭（6月17日㊐）9時～15時 
草原焼き、ニジマス釣り天国、ステージショー、キャラクタ
ーショー（快盗戦隊ルパンレンジャーVSパトレンジャーシ
ョー）、歌謡ショー（山本リンダ、高田ともえ、松島進一郎）

第46回　あつま田舎まつり

問い合わせ
厚真町田舎まつり運営実行委員会 ☎0145︲27︲2486

頗 美 宇 農 園 高丘455 ☎ ₂₇︲₃₃₃₁
松 平 農 園 高丘528 ☎ ₂₉︲₅₃₂₇
荒 谷 農 園 高丘544 ☎ ₂₉︲₅₃₂₆
山 城 農 園 高丘556 ☎ ₂₉︲₅₃₂₅
ハスカップ農園みのり 幌内958︲1 ☎ ₀₉₀︲₂₈₁₀︲₆₄₀₉
畑 嶋 農 園 東和194 ☎ ₀₉₀︲₈₄₂₅︲₂₈₈₂
土 居 農 園 朝日78 ☎ ₀₉₀︲₅₉₅₂︲₄₂₀₉
山 口 農 園 宇隆163︲5 ☎ ₂₇︲₂₁₃₇
佐 藤 農 園（ 宇 隆 ）宇隆17︲4 ☎ ₂₇︲₃₆₆₃
佐 藤 農 園（ 共 栄 ）共栄393 ☎ ₀₉₀︲₉₀₈₃︲₉₈₀₂
佐 久 間 農 園 鯉沼195 ☎ ₀₉₀︲₈₆₃₁︲₄₉₄₄
山 崎 農 園 鹿沼144 ☎ ₀₉₀︲₃₆₄₈︲₅₃₇₈

飲酒運転や、路上および私有地の
無断駐車は絶対にしないでください。

車上荒らしにご注意ください。
車内に貴重品は置かないでください。

会場でのテント設営について
キャンプ用テント、ワンタッチ式を含むミニテント、

タ―プ等の設置を一部のエリアで禁止します。（パラソ
ルは可）

禁止エリア内でテント等を設置してい
る方には、撤去していただきますのでご
注意ください。

厚 真 産 ハ ス カップ フェア厚 真 産 ハ ス カップ フェア

保田政彰さんが瑞宝単光章を受章日29
保田政彰さん（錦町・75歳）が瑞宝単光章を受章され、町長室で伝達式

が行われました。
保田さんは昭和40年に厚真町消防団に入団し、47年２カ月にわたり消防

活動に尽力されました。また平成20年４月から副分団長として団員の育成
指導や団結を図り、消防団の発展や充実に貢献されました。

保田さんは「好きな消防団活動を仲間のおかげで何十年も務めることがで
きました」と感謝を述べていました。

９年間を見据えた教育とは
小中一貫教育研修会日30

教育委員会主催による平成30年度第１回小中一貫教育研修会が総合福祉
センターで行われ、町内の小中学校の教員ら60人が参加しました。

この研修会は、義務教育９年間を通して子どもたちにとって望ましい教育
環境をどう整えるのか共通理解を図るために開催しました。根室市立北斗小
学校の永谷隆夫校長が「小中一貫教育の取り組みとその可能性」をテーマに
講演しました。永谷校長は今年3月まで小中学校の９年間の義務教育を一貫
したカリキュラムで学ぶ「義務教育学校」として平成28年度に道内で初め
て開設した中標津町立計根別学園の前学園長。

永谷校長は「小中一貫教育は教師の意識や指導力の向上につながり、結果
的に子どもの人間力が向上すると思う」と話していました。

厚真建設協会が約880株の花植え日31
厚真建設協会（鈴木英毅会長）が、厚真大橋たもと付近の花壇整備を行い

ました。これは、町の入口である交差点をきれいにして出迎えようと毎年実
施されているもの。

当日は小雨が降る中、会員の17社約20人が参加し、８つの花壇の枠付や
土おこしを行った後、ベコニアやマリーゴールドなど８種類の花、約880株
を一つひとつ丁寧に植えていました。

あつま
5月の

Town News
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ケータイ教室

５
月
２
日
は
忙
し
い
１
日

と
な
り
ま
し
た
。
午
後
か
ら

「
授
業
参
観
」、
そ
の
後
、「
Ｐ

Ｔ
Ａ
総
会
」
と
並
行
し
て
、

全
校
生
徒
を
対
象
に
「
ケ
ー

タ
イ
教
室
」
を
実
施
し
ま
し

た
。「ケ

ー
タ
イ
教
室
」
は
例
年

同
時
期
に
行
っ
て
い
る
取
り

組
み
で
す
。
新
入
生
を
迎
え

て
１
カ
月
、
新
た
な
人
間
関

係
が
で
き
は
じ
め
る
こ
の
時

期
。
高
校
入
学
を
契
機
に
携

帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
持
ち
始
め
る
生
徒
が
多
い

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。マ
ナ
ー

を
含
め
た
使
い
方
や
危
険
性

等
に
つ
い
て
、
知
っ
て
お
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
、
例
年
、

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。

今
年
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ
イ
安
全
教

室
講
師
の
山
下
佐
知
子
氏
を

招
い
て
講
演
を
聴
講
し
ま
し

た
。
山
下
氏
は
携
帯
電
話
の

有
用
性
を
説
明
す
る
一
方
、

危
険
性
や
影
響
を
深
く
考
え

ず
に
使
用
し
た
場
合
、
大
き

な
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
る

こ
と
を
指
摘
。「
普
段
か
ら
気

を
付
け
て
使
用
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
の

既
読
サ
イ
ン
は
画
面
に
表
示

さ
れ
た
だ
け
で
、
持
ち
主
が

文
面
を
読
ん
で
い
な
い
可
能

性
が
あ
る
点
を
指
摘
。「
そ
の

理
解
が
な
い
と
、
相
手
に
対

し
て
否
定
的
な
感
情
が
生
ま

れ
る
危
険
性
が
あ
る
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

使
用
に
つ
い
て
は
、「
ち
ょ
っ

と
し
た
遊
び
心
・
い
た
ず
ら

心
で
写
真
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
に
掲

載
す
る
こ
と
で
写
真
が
拡
散

さ
れ
る
な
ど
、
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
事
態
に
陥
る
可
能

性
が
あ
る
。
損
害
賠
償
を
求

め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
」

と
注
意
を
促
し
て
い
ま
し
た
。

生
徒
か
ら
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
、

場
所
が
分
か
る
写
真
や
学
校

の
制
服
を
着
た
ま
ま
の
写
真
、

特
定
で
き
る
場
所
、
個
人
情

報
は
簡
単
に
ア
ッ
プ
し
て
は

い
け
な
い
こ
と
を
改
め
て
実

感
し
た
」
と
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
使

い
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
機
会
と
な
り
、
最
後
に
、

生
徒
会
長
の
森
本
将
輝
君
か

ら
謝
辞
を
申
し
上
げ
、「
ケ
ー

タ
イ
教
室
」
を
終
え
ま
し
た
。

Vol.224

厚 真 町
地 域 お こ し
協 力 隊

着 任 平成30年４月（１年目）

出 身 地 豊富町

ひとこと さまざまな農業を勉強したいと思い
ます。よろしくお願いします。

地域おこし協力隊　農業支援員

市
いち
島
しま
 聡
あきら

さん（33歳）

自
己
紹
介
を
ど
う
ぞ
！

地
域
お
こ
し
協
力
隊
農
業
支
援
員
と
し
て

採
用
さ
れ
、
４
月
か
ら
活
動
し
て
い
る
市
島

で
す
。
こ
れ
ま
で
札
幌
市
の
飲
食
店
な
ど
に

勤
め
た
後
、
道
内
の
農
家
で
働
い
て
い
ま
し
た
。

厚
真
町
へ
移
住
し
た
き
っ
か
け
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

農
作
業
が
好
き
で
、
自
分
も
農
家
と
し
て

独
立
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
空
港
の

近
郊
で
就
農
地
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
厚

真
町
で
新
規
就
農
を
支
援
し
て
い
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。

昨
年
の
秋
に
町
内
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
が
、
充
実
し
た
研
修
体
制
や
支
援
制

度
に
、
夢
を
実
現
で
き
る
可
能
性
を
感
じ
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
応
募
し
ま
し
た
。

着
任
か
ら
２
カ
月
間
が
経
ち
ま
し
た
が

ど
ん
な
研
修
を
し
ま
し
た
か
。

研
修
農
場
で
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
収
穫
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
の
ト
マ
ト
や
米
農

家
さ
ん
で
研
修
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

先
日
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
つ
い
た
ト
ラ
ク
タ
ー

で
田
植
え
を
経
験
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

最
新
の
技
術
に
驚
い
た
の
と
同
時
に
、
や
は

り
人
の
手
が
必
要
な
作
業
も
あ
り
、
農
業
の

知
識
と
経
験
が
必
要
だ
と
改
め
て
実
感
し
ま

し
た
。

ど
ん
な
農
家
に
な
り
た
い
で
す
か
。

研
修
農
場
や
先
輩
農
家
さ
ん
の
も
と
で
色
々

な
農
業
の
現
場
を
学
び
、
自
分
に
何
が
で
き

る
の
か
を
見
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

料
理
が
好
き
な
の
で
、
厚
真
の
野
菜
を
使
っ

た
料
理
や
加
工
品
づ
く
り
に
も
興
味
が
あ
り

ま
す
。

短

歌

あ
つ
ま
文
芸
友
の
会
発
行
「
文
芸
あ
つ
ま
第
二
十
一
号
」
か
ら
抜
粋

厚真中央小学校６年

風
薫
る
テ
ラ
ス
に
出
れ
ば
時
お
り
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
球
の
音
聞
こ
ゆ

日
曜
日
晴
れ
た
ら
行
く
と
娘
の
メ
ー
ル
野
菜
畑
の
草
を
気
に
し
て

孫
達
に
送
り
し
荷
物
届
い
た
と
美
味
し
か
っ
た
の
言
葉
が
嬉
し

京
町　

木
村 

百
合
子

新
町　

金
本 

年
子

本
郷　

本
田 

博
子

商
工
会
は
、
地
域
の
事
業
者
が
会

員
と
な
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
活
動
を
行
う
総
合
経
済

団
体
で
す
。

町
内
の
事
業
所
で
あ
れ
ば
、
規
模

や
業
種
に
か
か
わ
ら
ず
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
、
町
内
の
事
業
所
の
約

70
％
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

商
工
会
の
仕
事
は
大
き
く
二
つ
あ

り
、「
経
営
改
善
普
及
事
業
」
と
「
地

域
振
興
事
業
」
で
す
。

経
営
改
善
普
及
事
業
は
、
融
資
の

あ
っ
せ
ん
や
税
務
記
帳
相
談
、
雇

用
保
険
等
の
手
続
き
代
行
な
ど
、
小

規
模
事
業
者
の
経
営
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
創
業
や
販
路
開
拓

な
ど
の
各
種
補
助
金
の
申
請
支
援
も

行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
振
興
事
業
は
、
盆
踊
り
な
ど

の
お
祭
り
の
企
画
や
、
田
舎
ま
つ
り

の
出
店
に
関
す
る
事
務
局
、
地
域
活

性
化
商
品
券
の
事
務
局
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
ハ
ス
カ
ッ
プ
や
地
酒
な

ど
の
地
域
特
産
品
づ
く
り
を
通
じ
て
、

ま
ち
づ
く
り
や
地
域
活
動
に
関
す
る

協
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。

商
工
会
へ
の
相
談
は
原
則
無
料
で
、

事
業
に
関
す
る
法
律
相
談
や
経
営
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
の
専
門
家
派
遣

な
ど
の
各
種
制
度
も
あ
り
ま
す
。

事
業
に
関
し
て
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

お祭りやイベントなどで地域の
活性化を図ります。

事業の経営や手続きについても
お気軽にご相談ください！

商
工
会
っ
て
、
何
を
や
っ
て
い
る
の
？

商
工
会
の
仕
事
を
紹
介
し
ま
す
！

問い合わせ　町商工会　京町37　☎27-2456

髙
たか
橋
はし
 ひなたくん

山
やま
川
かわ
 和
かず
輝
き
くん

阿
あ
部
べ
 佑
ゆう
士
と
くん

中
なか
島
じま
 愛
あい
梨
り
さん

丸
まる
山
やま
 晴
はる
凪
た
くん

渡
わた
辺
なべ
 小
さ
菜
な
恵
え
さん
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防災のページ
「もしものとき」は明日かもしれない 問い合わせ　総務課研修防災グループ ☎ 27-2322

避難所での生活について〈その3〉第14回 

町では、防災行政無線（災害情報や町からのお知らせが放送されます）を無償貸与しています。

避難所での生活は大変不自由です。連日の過労やストレス
などから体調を崩してしまうこともあります。すこしでも快
適に過ごせるようにルールやマナーを守り、みんなで危機を
乗り越えましょう。

①手はせっけんと水で洗うか、消毒用アルコール製
剤で消毒しましょう。

②消毒用アルコール製剤は、避難所のいたるところ
に設置し、給食の列の始まる場所とトイレの外に設
置しましょう。

③外出後の入室時には手洗いとともに、うがいをし
ましょう（特に野外での作業後には入念にしましょ
う）。

④せきやくしゃみをするときはハンカチかティッシ
ュなどで口を覆い、ティッシュはゴミ箱に捨てまし
ょう。
※ゴミは生活区域から離れた場所に置き廃棄場所を
決めて集積しましょう。

⑤熱やせき、くしゃみの出ている人、介護をする人
はマスクをしましょう。

⑥食器やコップをはじめ洗面道具、かみそり、歯ブ
ラシやタオルなどを共有しないようにしましょう。

①避難所には最低限の間仕切りしか確保できないた
め、着替えなどのために人目につかない場所を確保
できるように配慮しましょう。

②更衣室を設置した場合には、カーテンの設置や利
用時間（男女に時間を決めて交代で利用）の設定な
ど約束事を利用者間で話し合いましょう。

③仮設トイレは、全体の何割かを女性専用トイレと
して設定し、夜間にトイレ周辺を重点的にパトロー
ルするなど、女性にとって安心して使えるトイレ環
境に配慮しましょう。

④女性専用の洗濯場所や洗濯機の設置、物干し場の
確保について検討し、女性が安心して利用できるよ
う配慮しましょう。
※衣類や生理用品、薬など女性が必要とする物資で
男性から配布されることに抵抗のあるものは、女性
の担当者から配布できるような体制にしましょう。

①普段からペットをケージに慣れさせ、他の人や動
物に対して暴れたり吠えたりしないよう、適切なし
つけをしておきましょう。

②定期的に各種ワクチン接種を受け、首輪などに「迷
子札」や「鑑札」をつけておきましょう。

③ケージやペットフードなどを非常持出品として準
備しておきましょう。

④エサやりや排せつ物の処理などは、飼い主が責任
をもって行いましょう。

エコノミークラス症候群に要注意！
　エコノミークラス症候群とは、長時間足を動
かさないことで血行不良となり、血栓（血のか
たまり）の一部が血流に運ばれて肺などの血管
をふさいでしまう状態で、命にかかわる危険も
あります。狭い車の中で寝起きする「車中泊」
をする人などは特に注意が必要です。小まめに
水分をとり、体を動かしましょう。

①各避難所において、高齢者・障がい者・乳幼児・
妊産婦などを優先して、和室や空調設備のある教室
などに割り当てましょう。

②和室や多目的室などで、トイレに行きやすい場所
を福祉スペースとしましょう。

③人工透析患者・糖尿病患者などには食事制限があ
り、高齢者には軟らかいものが必要になるなど、要
配慮者に対する食料には十分配慮しましょう。

④相談窓口を設置し、要配慮者のニーズに応えられ
るようにしましょう。
※おもちゃ、絵本、文房具など子どもが安心できる
ものを用意しましょう。

⑤小麦、そば、卵、乳、落花生、エビ、カニなど食
物によっては、とても重いアレルギーを引き起こす
危険性があるので十分注意しましょう。

女性への配慮

要配慮者への配慮　感染予防　

ペット管理

勤 務 先 こども園つみき・宮の森こども園

資 格 保育士資格および幼稚園免許を有する方または保育業務に熱意のある方

賃 金
保 育 士▷月額16万1,400円～(賞与有)
保育補助員▷月額14万9,300円（賞与有）
代替保育士▷時給970円
代替保育補助員▷時給900円

時 間 月額者▷ ７時30分～18時30分のうち７時間45分時給者▷ ７時45分～18時15分のうち指示した時間

勤 務 日

保育士・保育補助員
▷日曜・祝日を除く週６日間のうち５日間
代替保育士・代替保育補助員
▷町が指示した日

応募方法 写真つき履歴書と資格証の写しを提出（郵送可）
選 考 面接（応募書類受付後、日程をご連絡します）

応 募 先 町民福祉課 子育て支援グループ〒059-1601　京町120　☎26-7872

勤 務 先 放課後児童クラブ（学童保育）

資 格
保育士、教員、児童厚生員、社会福祉士などの
資格を有する方または児童の健全育成に熱意の
ある方

賃 金 有資格者▷時給970円無資格者▷時給900円

時 間 平 日▷13時～18時30分のうち指示した時間
学校休日▷ 7時30分～18時30分のうち指示した時間

勤 務 日 支援員▷日曜・祝日を除く週６日間のうち５日間代替支援員▷運営者が指示した日
勤務期間 平成30年7月1日～平成31年3月31日
応募方法 写真つき履歴書と資格証の写しを提出（郵送可）
選 考 面接（応募書類受付後、日程をご連絡します）

応 募 先 教育委員会 社会教育グループ〒059-1601　京町165-1　☎27-2495
応募締切 6月22日（金）まで

放課後児童クラブ
支援員・代替支援員（若干名）

保育士または保育補助員（２人）
代替保育士・代替保育補助員（若干名）

メディア教育講演会 ７月17日（火）18時～19時
と　き

会　場
総合福祉センター２階 青年室

講　師
ＮＰＯ法人子どもとメディア
常務理事
古野　陽一氏

演題　「スマホ社会と子どもへの影響」

問い合わせ
教育委員会 社会教育グループ　☎27-2495

臨 時 職 員 募 集臨 時 職 員 募 集

ゲーム・インターネット依存や電子メディア依存は
世界でも問題となっています。子どもたちが電子メ
ディア依存にならないためには、乳幼児期からの望ま
しい生活習慣の形成が大切だと言われています。電子
メディアが子どもの成長に与える影響について一緒に
考えてみませんか。

第18回　集まリンピック

今年の集まリンピックは、北海道150年記
念大会。伝統の自治会対抗競技をはじめ、お
子さんから高齢者まで、楽しく参加できる競
技が盛りだくさんです。ご近所・職場・ご友
人お誘い合わせの上、ぜひご参加ください！

•借り物競争　•ムカデ大レース
•ダービー　•長なわとび
•○×ゲーム　•玉入れ　•混合リレー
ほか、運命競争やレクリエーション競技が
盛りだくさんです。

問い合わせ　教育委員会 社会教育グループ　☎27-3775（スポーツセンター内）

会場 かしわ公園野球場
（雨天時はスタードーム）８月19日（日）９時～
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40
代
以
上
の
日
本
人
は
80
％

が
歯
周
病
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

歯
み
が
き
習
慣
が
浸
透
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歯
周
病

が
多
い
の
は
ど
う
し
て
な
の
で

し
ょ
う
か
？ 

歯
ブ
ラ
シ
の
寿
命
は

１
カ
月

皆
さ
ん
は
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
歯
ブ
ラ
シ
を
交
換
し
ま
す

か
？
約
９
割
の
方
は
、「
毛
先

が
広
が
っ
た
時
期
」
に
交
換
し

て
い
ま
す
。
歯
ブ
ラ
シ
は
、
毛

先
が
広
が
ら
な
く
て
も
長
く
使

用
す
る
こ
と
で
弾
力
が
な
く
な

り
、
歯
ブ
ラ
シ
の
機
能
は
弱
ま

り
ま
す
。
ま
た
、
毛
先
が
透
明

で
汚
れ
が
目
立
ち
に
く
い
の
で
、

ば
い
菌
の
繁
殖
に
気
が
つ
か
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
歯
の
汚

れ
を
落
と
す
た
め
に
は
、
交
換

時
期
は
１
カ
月
が
目
安
で
す
。

電
動
歯
ブ
ラ
シ
の
場
合
、
高

速
に
動
い
て
毛
先
に
余
計
な
力

が
加
わ
ら
な
い
の
で
、
３
カ
月

が
目
安
で
す
。

自
分
に
合
っ
た

歯
ブ
ラ
シ
の
選
び
方

　
歯
ブ
ラ
シ
に
は
「
や
わ
ら

か
め
」「
ふ
つ
う
」「
か
た
め
」

の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

•
 「

や
わ
ら
か
め
」…
歯
周
病
予

防
や
現
在
治
療
中
の
人
向
け

•
 「
か
た
め
」…
弱
い
力
で
し
っ

か
り
み
が
き
た
い
人
向
け

•
 「

ふ
つ
う
」…
歯
茎
が
健
康
な

人
向
け

か
た
め
の
歯
ブ
ラ
シ
は
清
掃

能
力
が
強
く
、
み
が
き
方
に

よ
っ
て
は
エ
ナ
メ
ル
質
や
歯
茎

を
傷
つ
け
る
恐
れ
が
あ
る
の
で

ご
自
身
の
歯
の
状
態
や
み
が
き

方
を
考
慮
し
て
歯
ブ
ラ
シ
を
決

め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ヘ
ッ
ド

部
分
が
大
き
い
と
、
毛
先
が
口

内
の
奥
ま
で
届
き
に
く
く
、
み

が
き
残
し
の
原
因
と
な
る
の
で
、

ヘ
ッ
ド
の
大
き
さ
が
「
小
さ
め
」

と
書
か
れ
て
い
る
も
の
を
使
う

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
歯
ブ
ラ
シ
の
使
用

だ
け
で
は
、
み
が
き
残
し
が
あ

る
の
で
、
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
や

歯
間
ブ
ラ
シ
、
部
分
用
歯
ブ
ラ

シ
（
ワ
ン
タ
フ
ト
ブ
ラ
シ
）
な

ど
も
併
用
し
ま
し
ょ
う
。

歯
ブ
ラ
シ
の
洗
い
方
と

保
管
方
法

•

洗
う

強
め
の
水
流
で
ヘ
ッ
ド
の
毛

の
部
分
を
指
で
丁
寧
に
洗
い
ま

す
。
コ
ッ
プ
の
中
の
水
で
洗
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

•

乾
燥

ヘ
ッ
ド
部
分
の
水
を
切
り
、

風
通
し
の
良
い
場
所
で
ヘ
ッ
ド

を
上
に
向
け
て
乾
燥
さ
せ
ま

す
。
携
帯
用
の
場
合
は
、
ヘ
ッ

ド
の
水
分
を
布
で
拭
き
取
り
ま

す
。

•

保
管

他
の
人
の
歯
ブ
ラ
シ
と
毛
先

が
触
れ
な
い
よ
う
に
離
し
て
保

管
し
ま
す
。
ま
た
、
お
風
呂
や

ト
イ
レ
は
特
に
細
菌
が
多
い
場

所
に
歯
ブ
ラ
シ
を
置
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

歯
ブ
ラ
シ
は
水
で

ぬ
ら
さ
な
い
⁉ 

歯
み
が
き
粉
を
つ
け
る
前

に
、
歯
ブ
ラ
シ
を
水
で
ぬ
ら
し

て
い
ま
せ
ん
か
？
歯
ブ
ラ
シ
を

水
に
ぬ
ら
し
て
し
ま
う
と
歯
み

が
き
粉
が
す
ぐ
に
泡
立
ち
、
あ

ま
り
き
れ
い
に
な
ら
な
い
う
ち

に
、
み
が
い
た
気
に
な
っ
て
、

み
が
き
残
し
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
最
近
は
多
く
の
歯

み
が
き
粉
が
フ
ッ
素
を
配
合
し

て
い
る
の
で
、
水
に
ぬ
ら
す
こ

と
で
フ
ッ
素
濃
度
が
低
下
し
ま

す
。
ど
う
し
て
も
水
に
ぬ
ら
し

た
い
方
は
、
歯
ブ
ラ
シ
の
水
分

を
し
っ
か
り
切
っ
て
か
ら
使
う

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

う
が
い
は
控
え
め
に
！

歯
み
が
き
粉
に
配
合
さ
れ
て

い
る
フ
ッ
素
が
洗
い
流
さ
れ
て

し
ま
う
の
で
、
歯
み
が
き
後
の

う
が
い
は
10
㎖ 
（
小
さ
じ
２
杯

分
）
程
度
の
水
で
十
分
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歯
み
が

き
後
30
分
は
、
飲
食
し
な
い
方

が
フ
ッ
素
の
効
果
は
高
く
な
り

ま
す
。

歯
み
が
き
は
、
掃
除
と
同
じ

で
す
。
掃
除
に
お
い
て
道
具
が

大
切
な
よ
う
に
、
歯
み
が
き
に

お
い
て
も
ど
ん
な
歯
ブ
ラ
シ
を

使
う
か
は
と
て
も
重
要
で
す
。

高
価
な
も
の
で
な
く
て
も
良

い
の
で
、
毎
月
交
換
す
る
方
が

歯
周
病
予
防
に
つ
な
が
る
よ
う

で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
自

身
の
歯
ブ
ラ
シ
を
見
直
し
ま

し
ょ
う
。

健　康　情　報

毎月８日は歯ブラシ交換デー
～正しい歯みがきで健康な歯をいつまでも～

今月の担当

保健師  龍
たつ
崎
ざき
 ひさえ

わが家は、子どもたちが大
きくなり歯ブラシのサイズが
大人と一緒になったので、歯
ブラシの柄にマスキングテー
プを貼って間違えないように
しています。
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しゃべーる
ま ち な か 交 流 館

●今日は、豆腐カレーにしてみました。
僕には少し辛かったけど、コクがあって
おいしかったです。豆腐もおいしかった
のですが、揚げが特に好みでした。お皿
もおしゃれで良いと思いました。(札幌
市・26歳男性)

●だんだんとこちらで行うイベントが減
ってさみしいです。街の真ん中にあり、
ご飯もあるのに大変もったいない。交流
館としての役割は？(町内・42歳女性)

●苫小牧市から来ました。町の人たちの
作ったハンドメイド作品がたくさんあっ
てびっくり。とてもステキな店ですね。
陶芸も格安で、ステキな作品ばかり。ス
テキな町ですね。

●豆腐カレーおいしかった。豆腐がカレ
ーに合うとは知らなかった。自転車で来
たので買って帰れませんが、また来ます。
(札幌市・54歳女性)

売り上げを期待してい
たゴールデン・ウイーク。
しかし、天気は最悪。

鍋を抱えて空を見上げる
ばかりで、自動ドアが開
くことまばら。つくづく
天気に左右される仕事で
あることを思い知らされ
る・・・。

「ほっとす」の利用者が日本ハム戦を観戦 人気を集める「ダムカード」

厚真町複合型地域福祉活動拠点施設
☎29－7022

通 信

◎７月のちびっこデーは七夕企画！
入浴食事セット券販売（当日利用限定、1,200円）
◎31日火は料理長直伝！クッキングスクール
◎BBQコーナーは２名さまから！
炭・肉・野菜付きでお１人1,500円～※要予約（1週間前まで）

イベントカレンダー 7月

ち毎週日曜▷ちびっこデー
お子さまはサービス券2枚

㋛毎週月曜▷シルバーデー
65歳以上はあつまるカードポイ
ント３倍

㋱毎週火曜▷メンズデー
男性はサービス券2枚
໐高毎週水曜▷高齢者無料入浴券の日
高齢者無料入浴券をご利用の方は
ヘルシーセットが500円

㋹毎週木曜▷レディースデー
女性はサービス券2枚

໐町最終金曜▷町民の日
誕生月の町民の方はレストラン利
用で入浴無料
໐フ最終日曜▷ファミリーデー
お子さま連れのご家族は入浴と食
事がセットでお得

・2と6のつく日はポイント3倍デー
あつまるカードポイント３倍

・毎月26日は風呂の日
あつまるカードポイント3倍、サ
ービス券2枚問い合わせ　こぶしの湯あつま　☎26-7126

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
ち ㋛

３倍
㋱ ໐高  ㋹ ３倍

8 9 10 11 12 13 14
ち ㋛ ㋱ ໐高  ㋹

３倍
2倍

15 16 17 18 19 20 21
ち ㋛

３倍
㋱ ໐高  ㋹

22 23 24 25 26 27 28
ち
３倍

㋛ ㋱ ໐高  ㋹
風呂

໐町  

29 30 31
ち໐フ  ㋛ ㋱

クッキング

 

４月22日、札幌ドームで開催された北海道日本ハム
ファイターズ対福岡ソフトバンクホークス戦を、デイワー
ク「里工房ほっとす」で就労支援を受けている利用者２
人が観戦しました。
残念ながら、体調不良により１人は参加できませんで

したが、２人ともプロ野球の観戦は初めてとあって、繰
り広げられる熱戦を楽しみました。
北海道日本ハムファイターズは、平成16年から札幌

ドームで開催される試合すべてに無料の「福祉シート」
を設けており、今回はこれに応募して当選したものです。

試合では、この日誕生日を迎えた中田翔
選手が、５回裏に３ランホームランを打つ
など、11対２で快勝し、中田選手のファン
という利用者は「誕生日にホームランを打っ
てすごい。初めてプロ野球を見たけど楽し
かった。また行きたい」と語っていました。

昨年の８月から土曜、日曜、祝日に限定して配布して
いる「厚幌ダムカード」がダムマニアの人気を集めてい
ます。
ダムカードは、国土交通省と独立行政法人水資源機構

が管理する全国各地のダムの写真や情報が記載された公
共配布カードのひとつで、2007年からダムを訪問した
方や最寄りの公共施設などで無料配布されています。
「厚幌ダムカード」を求めて、道内はもとより、愛知
県や神奈川県、千葉県など全国から、配布開始から延べ
950人を超すマニアが「しゃべーる」を訪れています。
厚幌ダムは、台形ＣＳＧ工法によ

るコンクリートダムで、国内３例目
の珍しいダムということが人気を集
めている理由となっているようです。

お客様の声
館長のつぶやき

厚幌ダムカード▷
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保健の掲示板 7 月

あつまクリニック　☎ 27‒2422
京町15（受付時間　9時～11時30分、14時～16時30分)

町民福祉課 健康推進グループ　☎ 26‒7871
京町165‒1（総合ケアセンターゆくり内）
（受付時間　9時～11時30分、14時～16時30分）

問い合わせ
予約・受付

◉ 随時受け付けている予防接種◉ 予約が必要な予防接種

健診・相談

予防接種

ＢＣＧ
対 象 生後５カ月～１歳未満
予 約 先 あつまクリニック※１週間前までに予約してください

Ｂ型肝炎
対 象 生後２カ月～１歳未満
標準的な
接種時期

(初回)27日以上あけて２回
（追加）１回目終了後から20週～24週あけて１回

ヒブ
対 象 生後２カ月～60カ月未満
標準的な
接種時期

（初回） 生後２カ月～７カ月（27日以上あけて３回）
（追加）生後７カ月～13カ月あけて１回

小児肺炎球菌
対 象 生後２カ月～60カ月未満
標準的な
接種時期

（初回） 生後２カ月～７カ月（27日以上あけて３回）
（追加） 生後12カ月～15カ月（初回後60日以上あけて１回）

四種混合（ジフテリア・破傷風・百日咳・ポリオ）
対 象 生後３カ月～90カ月未満
標準的な
接種時期

（初回） 生後３カ月～12カ月に20日～56日あけて３回
（追加）初回後12カ月～18カ月あけて１回

日本脳炎

対 象
３歳～９歳
※特例で20歳未満まで接種ができます。詳しくは町
保健師にお問い合わせください。

標準的な
接種時期

（１期初回）３歳：６日～28日あけて２回
（１期追加）４歳：  １期初回終了後約１年後あけて１回
（２　　期）９歳：１回

水痘（水ぼうそう）
対 象 生後12カ月～36カ月未満※すでに罹患済みの場合は対象外
標準的な
接種時期

(初回)生後12カ月～15カ月未満に１回
(追加)初回後６カ月～12カ月後に１回

ＭＲ混合（麻しん・風しん）

対 象
①生後12カ月～24カ月までのお子さん
② 平成24年４月２日～平成25年４月１日生まれのお
子さん（小学校就学前の１年間）

おたふくかぜ（任意）

対 象
１歳～３歳未満
※任意の予防接種ですが町独自の助成により無料
※すでに罹患済みの場合は対象外

予 約 先 あつまクリニック

小児マヒ(ポリオ)

対 象
生後３カ月～90カ月未満
※生ポリオワクチン(２回)および四種混合ワクチ
ンをすでに受けている場合は不要

標 準 的 な
接 種 時 期

（初回）生後３カ月～12カ月に３回
（追加）初回後12カ月～18カ月後に１回

予 約 先 町民福祉課健康推進グループ※１週間前までに予約してください
高齢者肺炎球菌

対 象
①満65歳以上の方
② 60～64歳で心臓・呼吸器などに障害がある方
※過去に町の助成を受けられた方は対象外です。

自己負担額 2,850円
予 約 先 あつまクリニック

胃がん・大腸がん検診　※要事前予約
対 象 40歳以上
と き ①７月８日（日）～10日（火）②７月13日（金）～14日（土）
と こ ろ ①総合ケアセンターゆくり②厚南会館
※詳細は、５月中旬に送付されたハガキをご覧ください。
肺がん・結核検診　※未受診者検診
対 象 35歳以上（65歳以上は結核検診を兼ねる）
と き ７月26日（木）
と こ ろ 厚南会館　15時～15時45分総合ケアセンターゆくり　17時～18時
※今年度未受診の方には、個別に案内ハガキを送付します。

乳幼児相談

対 象 平成29年４月６日～平成30年５月５日生まれ（生後２～14カ月）のお子さんと保護者
と き ７月５日（木）10時～11時15分（受付）
と こ ろ 厚真子育て支援センター
持 ち 物 母子健康手帳、バスタオル

予防接種について＜共通事項＞

接種場所

接種できる日

受　付

持ち物

あつまクリニック

毎週 月・水・金 曜日
※４月１日から変更になりました
町民福祉課健康推進グループ
（接種当日）

印鑑、母子健康手帳（19歳まで）

診療科目 内科・小児科
住 所 苫小牧市旭町2‒9‒2
電 話 0144－32－0099 

診療時間

相談・検査の名称 内　容 日　程 受付・予約
総合保健・医療相談 保健・医療・福祉などの相談 毎週 月~金※祝日除く 随時受付
女性の健康相談 妊娠、出産、子育てなど女性の心身の相談 ７月19日 木

予約：苫小牧保健所
☎0144‒34‒4168

こころの健康相談 こころの病気・思春期の不適応などの相談 ７月19日 木
肝炎ウィルス検査 感染が疑われる方は無料（要事前確認） ７月３日 火
骨髄バンク登録 登録の基準があります ７月３日 火、17日 火
HTLV-1抗体検査 検査日の２日前までに予約してください ７月３日 火
HIV抗体検査（エイズ相談）無料、匿名検査（要事前確認） ７月３日 火、４日 水、17日 火 予約：エイズ専用電話

☎0144‒35‒7474

日程 区分 病　　院　　名 住　所（苫小牧市） 電話(0144)
１日
（日）

内科系 苫小牧澄川病院 澄川町７‒９‒18 ６７－３１１１
外科系 みらい整形ペインクリニック 北栄町１‒22‒43 ５３－７１００

８日
（日）

内科系 勤医協苫小牧病院 見山町１‒８‒23 ７２－３１５１
外科系 同樹会苫小牧病院 新中野町３‒９‒10 ３６－１２２１

15日
（日）

内科系 阿部内科医院 本町１‒５‒12 ３６－００６６
外科系 苫小牧日翔病院 矢代町２‒９‒13 ７２－７０００

16日
（月祝）

内科系 柴田内科循環器科 桜木町１‒24‒18 ７１－２３５１
外科系 三上外科整形外科 元中野町３‒８‒14 ３３－７８１５

22日
（日）

内科系 沖医院 旭町４‒４‒15 ３２－８８７０
外科系 とまこまい脳神経外科 光洋町１‒12‒20 ７５－５１１１

29日
（日）

内科系 桜木ファミリークリニック 桜木町２‒25‒１ ７１－２３５１
外科系 アーク整形外科クリニック ときわ町３‒15‒34 ６８－６１１１

平 日 19時～翌朝7時
土曜日 14時～翌朝7時
休 日 ９時～翌朝7時

保健所の相談・検査をご利用ください　問い合わせ　苫小牧保健所　☎ 0144－34－4168

７月の日曜・祝日当番医　診療時間：９時~17時 苫小牧市夜間休日急病センター

北海道救急医療・広域災害情報システム

夜間・休日・年末年始は急病センター
も診察を受け付けています。

近くの医療機関などが検索できます
http://www.qq.pref.hokkaido.jp
☎0120－20－8699
☎011－221－8699(携帯·PHSから)

子育て講座〔デコアルバム講座〕

厚真子育て支援センター　☎27－2438
京町152（こども園つみきに併設）
厚南子育て支援センター　☎28－3155
上厚真258－7（宮の森こども園に併設）

問い合わせ・予約・相談

３歳以下のお子さんの写真を募集しています。
住所、氏名（ふりがな）、生年月日、性別、両親の
氏名（ふりがな）、電話番号を明記の上、まちづく
り推進課企画調整グループへ。
〈メール〉kikaku@town.atsuma.lg.jp

まちの
アイドル

NO.423

おかばし さきなちゃん こたに れんくん

7月のよてい
子育て支援センター

自由開放
９時～11時30分、13時～14時

子育て相談
14時～16時（火・木曜日）
※事前の連絡をお願いします。

サークル活動
14時～16時（月・水・金曜日）
※予約制です。詳しくは各支援センターにお問い合わせください。

支援センターには、赤ちゃん用体重計
や子育ての情報コーナーがあります。

ぜひお立ち寄りください。

子育て講座〔親子でいっしょにバランスごはん〕森ガール〔親子ＤＥコケ盆栽＆簡単パンづくり〕

おはなしのびっ子
（申込不要）

Helloえいご
えいごであそぼう

日時　７月26日（木）　10時～
場所　厚真子育て支援センター
内容　絵本・パネルシアターなど

各センターで毎月２回程度、ALTの先生と遊びを
通して英語に触れる事ができます。興味のある方
は各センターにお問い合わせください。

日 時 ７月11日㊌ 10時～11時
場 所 厚南子育て支援センター
持ち物 お子さんの写真３～５枚、はさみ、

スティックのり（液体のり不可）
参加費　300円（材料費）
定 員 先着10組（お早めにお申し込

みください）

日 時 ７月20日㊎ 10時～12時30分
場 所 総合ケアセンターゆくり２階調理実習室
メニュー シンガポールチキンライス
対 象 支援センターに通う子どもと保護者
持 ち 物 エプロン、三角巾、手拭きタオル、おし

ぼり、飲み物、子ども用スプーン
申し込み ７月10日㊋まで

日 時 ７月６日㊎ ９時～12時
場 所 環境保全林（フォーラムビレッジ奥）

※雨天時は厚南児童会館 
内 容 コケ盆栽・親子泥あそび体験・外で

もおいしく焼けるパンづくり
申し込み ６月27日㊌まで
※詳細は後日配布のチラシをご覧ください。
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７月の運転免許証更新時講習の日程
苫小牧市交通安全センターで行っている運転免許
証更新時講習（優良）の日程をお知らせします。
このほかの講習日程（一般、違反、初回）につい
ては、下記までお問い合わせください。

10時30分～11時
２日（月）、３日（火）、５日（木）、６日（金）、
10日（火）、11日（水）、18日（水）、20日（金）、
24日（火）、27日（金）、31日（火）

13時30分～14時 ９日（月）、25日（水）
15時30分～16時 12日（木）、26日（木）
問い合わせ
（一社）苫小牧地区交通安全協会　☎0144－33－1458

編
集
後
記

あつま未来箱・インターネットでの
意見等受理状況

厚真町をより良い町にするため、皆さまのご意
見などをお寄せください。今後の町政の参考にさ
せていただきます。

あつま未来箱

今
月
号
は
イ
ベ
ン
ト
情
報
が

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
あ
つ
ま

田
舎
ま
つ
り
や
ハ
ス
カ
ッ
プ
フ
ェ

ア
、
メ
デ
ィ
ア
教
育
講
演
会
な

ど
イ
ベ
ン
ト
が
め
じ
ろ
押
し
！

北
海
道
１
５
０
年
記
念
事
業

の
松
浦
武
四
郎
の
安
都
摩
日
誌

は
今
年
だ
け
の
イ
ベ
ン
ト
で
す

の
で
ご
注
目
く
だ
さ
い
！
（
夢
）

facebook  < フェイスブック >
お知らせやイベント情報を
発信しています！

厚真町の愛すべきコトやモノの
写真を投稿してください！

https://www.facebook.com/atsumatownhokkaido

https://www.instagram.com/atsumalover/

Instagram  < インスタグラム >

厚真町公式ＳＮＳアカウント

マチの善意

【あつま未来箱】
役場本庁舎、総合ケアセンターゆく
り、青少年センター、厚南会館、あつ
まクリニック、桂歯科クリニック、厚
真歯科の町内７カ所に設置されていま
す。

【電子意見箱】
自宅から簡単に意見を投稿することができます。
町公式ホームページに設置されている「お問い合
わせ」からご利用ください。
町ホームページ
http://www.town.atsuma.lg.jp/offi  ce

【電話・ファックス】
まちづくり推進課　企画調整グループ
☎27－3179　℻   27－2328

〇平成30年5月受理件数
インターネット6件／未来箱3件

お支払いには、便利な口座振替をご利用ください。

問い合わせ　総務課税務グループ　☎27－2481

今月の納期町 税
国 保 料

科 目 納 期
町・道民税　第１期 ７月２日（月）

国民年金にゆとりをプラス。自分で入る公的な個人年金。

国民年金基金
国民年金基金に加入できるのは、いずれの条件も満
たしている方です。
●20歳から60歳未満の方
● 国民年金保険料を納めている方（農業者年金加入
者除く）
※国民年金に任意加入されている60歳以上65歳未満
の方も加入できます。

【こんなメリットがあります】
① 掛金の全額が課税所得から控除され、所得税・住
民税ともに軽減されます。老後に受け取る年金は
「公的年金等控除」の対象となります。
② 加入したときの掛金や受け取る年金額は変わりま
せんので、自分に合わせた年金設定ができます。
③ 保証付に加入した方が保証期間内に亡くなられた
場合、遺族の方に一時金が支給されます。

詳しくは北海道国民年金基金（フリーダイヤル　
0120－65－4192）までお問い合わせください。

●検査日程
７月19日（木）14時～15時30分  会場：厚南会館
７月20日（金）9時30分～11時30分  会場：総合福祉センター

商店、スーパーマーケット、食品加工場、学校、病院
などで、取引や証明上の計量に使用するはかりは、検定
証印等（※１）が付されたものでなければなりません。
また、計量法第19条第１項の規定により、２年に１度、

北海道知事が実施する定期検査を受けることが義務づけ
られています。
定期検査に合格したはかりには、定期検査済証印（※２）

が付され、継続して取引・証明に使用することができる
ようになります。
この検査を受けなければ、取引や証明上の計量に使用

することができませんので、ご注意ください。
町では、定期検査の実施期日前に、関係事業所にハガ

キではかりの調査について通知しますので、ご協力お願
いします。なお、検査日程は次のとおりです。

独身男性「婚活・お見合い体験」参加者募集

とましんLLB会女性会員と厚真町・むかわ町に
住む独身男性との交流会「婚活・お見合い体験」
を開催します。
昨年に続き、2回目の開催となりますので、多く

の皆さんの参加をお待ちしています。
日 時　８月10日（金）　18時～20時30分
会 場　苫小牧信用金庫本店 ７階食堂
内 容　 男女10組によるお見合い形式で交流会を

行います。
参加費　1,000円（軽食有り）
人 数　５人（先着順）
男性の参加資格
① 厚真町・むかわ町在住者
②申込書とプロフィールを提出
③年齢は、おおむね30歳代

申込締切▷７月18日（水）まで

苫小牧信用金庫LLB会事務局　☎0144‒56‒5026
（平日９時～17時）　
町民福祉課 子育て支援グループ　☎26‒7872産業経済課 経済グループ　☎27‒2486

はかり定期検査のお知らせ

定期検査済証印（北海道の例）

※検定等に合格したはかりの
銘板等にいずれかの証印が付
されています。

（※１）検定等に合格した
はかりに付される検定証印等

（※２）定期検査に合格した
はかりに付される定期検査済証印

L o v e  L o v e  B r i d a l

検定証印 基準適合証印



まちの学芸員　乾
いぬい
 哲
てつ
也
や

小学校６年生の社会科の授業で考
古学に目覚め、札幌学院大学卒業後、
奥尻町、白老町、礼文町、千歳市で発
掘調査を行う。平成14年から厚真町
に根差した学芸員。
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８
５
８
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苫
小
牧
勇
払
会
所
か

ら
厚
真
の
ト
ン
ニ
カ
村（
現･

富

里
）に
入
り
３
泊
ほ
ど
し
て
い
ま

す
。
こ
の
時
の
記
録
を「
東と

う

西ざ
い

蝦え

夷ぞ

山さ
ん

川せ
ん

取と
り

調し
ら
べ

日に
っ

誌し

」や「
東

ひ
が
し

蝦え

夷ぞ

日に
っ

誌し

」に
記
し
て
い
ま
す
。

〔
た
く
さ
ん
の
宝
物
が
あ
っ
た
厚
真
〕

武
四
郎
が
宿
泊
し
た
ト
ン
ニ
カ

村
の
家
に
は
、
シ
ン
ト
コ
や
蝦
夷

太
刀
、
短
刀
な
ど
の
宝
物
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
と
て
も
豊
か
な
集
落

で
驚
い
た
こ
と
を
書
き
残
し
て
い

ま
す
。

〔
お
い
し
い
ア
ワ
団
子
〕

宿
泊
し
た
家
で
夜
食
に
ア
ワ
団

子
を
７
つ
ほ
ど
い
た
だ
き
、
２
つ

を
食
べ
て
、
あ
ま
り
に
も
お
い
し

か
っ
た
の
で
残
り
の
５
つ
は
翌
日

の
楽
し
み
に
包
ん
で
取
っ
て
お
い

た
と
記
し
て
い
ま
す
。

〔
神
の
使
い
の
カ
モ
メ
〕

高
丘
地
区
は
、
昭
和
32
年
ま
で

頗は

美び

宇う

と
呼
ば
れ
、
ア
イ
ヌ
語
の

カ
ピ
ウ（
カ
モ
メ
）か
ら
名
づ
け
ら

れ
た
地
名
で
し
た
。
こ
の
地
名
に

つ
い
て
、「
過
去
に
大
津
波
に
襲

わ
れ
る
も
、
カ
モ
メ
の
お
か
げ
で

村
人
た
ち
の
命
が
助
か
り
、
カ
モ

メ
を
神
の
使
い
と
し
て
奉
っ
た
」

と
の
言
い
伝
え
に
由
来
す
る
と
記

し
て
い
ま
す
。

〔
水
害
を
見
舞
っ
た
松
浦
武
四
郎
〕

厚
真
川
の
洪
水
に
よ
り
、
家
の

中
に
水
が
流
れ
込
み
、
畑
が
押
し

流
さ
れ
た
人
々
に
武
四
郎
は
針
や

糸
、
玄
米
や
み
そ
な
ど
を
渡
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
厚
真
を
出
発
す

る
時
に
は
勇
払
会
所
に
被
害
状
況

を
報
告
し
、
何
ら
か
の
措
置
を
講

ず
る
よ
う
促
し
て
い
ま
す
。

昭
和
32
年
に
松
浦
武
四
郎
の
来

村
百
年
を
記
念
し
て
、
富
里
地
区

に
石
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

厚
真
村
郷
土
研
究
会
が
主
唱
、

70
人
以
上
の
町
民
の
寄
付
金
に
よ

り
建
設
さ
れ
た
石
碑
は
、
昭
和
57

年
に
厚
真
町
記
念
物
第
７
号
に
指

定
さ
れ
、
今
も
松
浦
武
四
郎
の
功

績
を
伝
え
続
け
て
い
ま
す
。

北
海
道
１
５
０
年
の
キ
ー
マ
ン
が
見
た
１
６
０
年
前
の
ア
ツ
マ
〔
３
〕

松
浦
武
四
郎
が
歩
い
た
厚
真
川
上
流
域
の
様
子

第３回

▶石碑横を流れる頗美宇川
に架かる松浦橋

▶
松
浦
武
四
郎
之
碑

宝物のシントコ（漆塗りの容器）

◀松浦武四郎之碑の除幕式　〔佐藤泰夫さん（富里）提供〕
昭和32年11月3日の除幕式には大人から子どもまで
たくさんの人々が参列しました。

北
海
道
内
に
は
松
浦
武
四
郎
に
ま
つ

わ
る
石
碑
や
銅
像
、
説
明
板
が
56
カ
所

あ
り
、
富
里
の
石
碑
は
５
カ
所
目
に
建

て
ら
れ
た
も
の
。
多
く
の
武
四
郎
フ
ァ

ン
や
地
域
の
方
々
の
思
い
出
が
あ
る
石

碑
で
す
。

▶石碑建立に携わった人々
〔佐藤泰夫さん（富里）提供〕
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教育委員会では、７月に北海道150年記念事業の一環として
松浦武四郎に関する講演会やバスツアーなどを実施します。

詳しくは11ページをご覧ください。

厚
真
の
大
切
な
歴
史
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